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海
防
艦
占
守
に
乗
艦
し
て

京
都
府

西

村

輝

雄

私
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
京
都
府
船
井
郡
の

瑞
穂
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
九
月
二
十
五
日
、
徴
兵
で

海
軍
主
計
兵
と
し
て
舞
鶴
の
平
海
兵
団
に
入
隊
し
、
こ
こ

で
新
兵
の
教
育
を
受
け
、
昭
和
二
十
年
一
月
十
日
に
海
軍

主
計
一
等
兵
と
な
り
、
同
年
一
月
二
十
七
日
に
、
海
軍
経

理
学
校
の
浜
松
分
校
に
入
校
し
、
昭
和
二
十
年
九
月
一
日

に
海
軍
上
等
主
計
兵
と
な
り
ま
し
た
。

先
に
、
今
次
大
戦
に
お
け
る
海
防
艦
に
つ
い
て
概
略
申

し
述
べ
ま
す
。

私
の
乗
艦
い
た
し
ま
し
た
海
防
艦
「
占
守
」
は
、
昭
和

十
五
年
六
月
三
十
日
に
三
井
・
玉
野
造
船
所
で
竣
工
し
ま

し
た
。
全
長
が
七
八
メ
ー
ト
ル
、
最
大
の
幅
が
九
・
一

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
が
五
・
三
メ
ー
ト
ル
、
吃
水
は
三
・
〇

五
メ
ー
ト
ル
、
最
大
速
力
は
一
九
・
七
ノ
ッ
ト
で
、
自
動

車
の
時
速
で
言
い
ま
す
と
三
五
・
五
キ
ロ
で
、
そ
ん
な
に

速
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

航
続
距
離
は
八
〇
〇
〇
浬
と
い
う
こ
と
で
約
一
四
八
一

六
キ
ロ
、
備
え
付
け
の
大
砲
が
一
二
・
四
五
口
径
が
三

門
、
三
連
装
の
機
銃
が
四
基
、
二
五
ミ
リ
の
単
装
が
三

基
、
迫
撃
砲
が
八
ミ
リ
一
門
、
爆
雷
投
射
機
が
二
基
、
爆

雷
は
六
〇
個
搭
載
致
し
て
い
ま
す
。
乗
組
員
は
艦
長
以
下

二
一
六
人
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
主
軸
の
ス
ク
リ
ュ
ー
が
左
右
に
一
つ
ず
つ
付

い
て
い
ま
す
。
横
の
方
か
ら
見
ま
す
と
真
っ
直
ぐ
に
走
っ

て
い
る
と
見
え
ま
す
が
、
艦
橋
に
上
っ
て
見
ま
す
と
、
波

の
関
係
で
右
に
左
に
揺
れ
て
い
ま
す
。

船
は
海
図
に
依
り
航
海
し
ま
す
が
、
軍
艦
に
は
ブ
レ
ー

キ
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
、
ス
ク
リ
ュ
ー
を
逆
に
回

転
し
て
速
力
を
落
と
し
ま
す
。

海
防
艦
は
、
日
露
戦
争
後
の
明
治
三
十
一
（
一
八
九
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八
）
年
に
軍
艦
及
び
水
雷
艇
類
の
等
級
標
準
が
制
定
さ
れ

た
際
に
、
海
防
艦
は
軍
艦
と
し
て
沿
岸
警
備
を
任
務
と
し

て
い
ま
し
た
。
大
正
及
び
昭
和
の
初
期
ま
で
は
、
日
露
戦

争
で
活
躍
し
た
「
浅
間
」「
岩
手
」「
出
雲
」「
八
雲
」
等

の
老
朽
艦
が
服
役
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
年
に
、
ロ

ン
ド
ン
軍
縮
会
議
に
お
い
て
、
駆
逐
艦
の
保
有
量
が
制
限

を
さ
れ
、
北
洋
勤
務
に
付
い
て
い
た
駆
逐
艦
を
第
一
線
に

復
帰
さ
せ
た
た
め
に
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
条
約

制
限
外
の
海
防
艦
を
も
っ
て
北
洋
警
備
に
当
た
ら
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

昭
和
十
三
年
、
新
た
に
「
占
守
型
」
四
隻
の
海
防
艦
の

建
造
に
着
手
し
、
昭
和
十
六
年
初
期
ま
で
に
完
成
を
し
ま

し
た
。
大
東
亜
戦
争
の
開
始
直
前
の
昭
和
十
六
年
十
一
月

に
北
洋
警
備
の
増
加
、
沿
岸
警
備
、
輸
送
船
護
衛
等
を
考

慮
し
て
海
防
艦
三
十
隻
の
建
造
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
余

り
に
も
遅
き
に
失
し
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。

大
東
亜
戦
争
開
始
に
お
け
る
第
一
線
の
海
防
艦
は
、

「
占
守
型
」
四
隻
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
す
。
開
戦
後
は

戦
争
遂
行
上
、
南
方
よ
り
回
送
す
る
輸
送
船
の
護
衛
を
強

化
す
る
た
め
に
、
昭
和
十
七
年
六
月
に
海
防
艦
三
十
四
隻

の
建
造
を
決
定
し
、
さ
ら
に
昭
和
十
八
年
度
の
戦
争
船
舶

保
有
建
造
計
画
に
際
し
て
は
輸
送
船
団
護
衛
の
重
要
性
に

鑑
み
、
昭
和
十
八
年
度
に
二
四
隻
、
昭
和
十
九
年
度
に
二

〇
〇
隻
、
昭
和
二
十
年
度
に
二
〇
隻
、
合
計
二
四
四
隻
の

竣
工
を
計
画
し
、
緊
急
建
造
に
着
手
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
計
画
中
、
建
造
さ
れ
て
大
東
亜
戦
争

に
活
躍
し
た
の
は
、「
占
守
型
」
四
隻
を
含
め
て
一
七
〇

隻
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
海
防
艦
は
、
す
べ
て
戦
時
標
準
型

で
、
排
水
量
が
八
〇
〇
余
ト
ン
、
航
続
距
離
が
一
〇
乃
至

一
二
ノ
ッ
ト
で
一
二
〇
〇
〇
浬
、
最
大
戦
速
が
十
一
乃
至

十
二
ノ
ッ
ト
で
し
た
。
装
備
は
十
二
セ
ン
チ
高
角
砲
が

二
、
三
門
、
二
五
ミ
リ
の
機
関
砲
が
連
装
、
三
装
併
せ
て

六
か
ら
十
二
基
で
、
爆
雷
は
一
二
〇
発
搭
載
し
て
い
ま
し

た
。こ

の
戦
時
標
準
型
の
装
備
は
比
較
的
整
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
居
住
性
は
極
端
に
悪
く
、
長
期
の
航
海
に
は
苛

酷
な
も
の
で
し
た
。
し
か
も
乗
組
み
士
官
は
艦
長
以
下
、
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ほ
と
ん
ど
が
高
等
商
船
学
校
出
身
又
は
予
備
士
官
で
、
下

士
官
・
兵
の
大
半
は
応
召
の
予
備
兵
か
新
兵
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
編
成
で
あ
り
な
が
ら
、
艦
長
以
下
乗
組
員
は
、

驚
嘆
す
べ
き
精
神
力
を
持
っ
て
、
残
暑
、
寒
風
に
耐
え
、

長
期
に
わ
た
り
国
家
の
運
命
を
左
右
す
る
重
要
な
輸
送
船

団
護
衛
の
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
二
月
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
よ
り
の
撤
退
を
頂

点
と
し
て
、
戦
局
は
大
き
く
変
わ
り
、
太
平
洋
方
面
の
戦

い
は
、
急
速
に
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
頃

よ
り
、
南
方
海
域
に
お
け
る
米
潜
水
艦
の
活
動
が
急
激
に

活
発
化
し
、
開
戦
当
時
か
ら
は
南
方
戦
闘
地
域
か
ら
内
地

に
向
け
輸
送
の
タ
ン
カ
ー
の
被
害
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
昭
和
十
八
年
三
月
に
突
如
と
し
て
三
万
ト

ン
級
タ
ン
カ
ー
が
敵
潜
水
艦
に
よ
っ
て
撃
沈
さ
れ
、
翌
四

月
に
は
、
さ
ら
に
二
万
五
千
総
ト
ン
の
タ
ン
カ
ー
が
撃
沈

さ
れ
る
な
ど
、
輸
送
船
の
被
害
が
増
大
し
ま
し
た
。
以

来
、
船
団
の
護
衛
強
化
が
課
題
と
な
り
、
前
述
の
海
防
艦

の
緊
急
建
造
の
決
定
を
見
、
さ
ら
に
昭
和
十
八
年
十
一

月
、
海
上
護
衛
関
係
を
統
合
し
て
海
上
護
衛
司
令
部
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
既
に
遅
き
に
失
し
、
昭
和

十
八
年
中
期
以
降
、
敵
潜
水
艦
及
び
飛
行
機
に
依
る
輸
送

船
団
の
被
害
は
激
化
し
、
膨
大
な
輸
送
船
団
の
護
衛
に
要

す
る
海
防
艦
の
隻
数
は
少
な
く
、
少
数
の
兵
力
を
も
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
不
眠
不
休
の
護
衛
に
当
た
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
と
に
昭
和
十
九
年
後
半
に
は
、
遺
憾
な
が
ら
制
海
・

制
空
権
は
敵
に
移
り
、
輸
送
船
舶
の
被
害
は
日
を
追
う
て

増
大
し
、
海
防
艦
の
被
害
も
ま
た
急
速
に
激
増
し
ま
し

た
。
即
ち
海
防
艦
の
大
半
は
就
航
三
年
以
内
に
次
々
と
消

え
、
船
団
護
衛
の
任
に
就
い
た
海
防
艦
も
、
ほ
と
ん
ど
全

滅
し
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
百
十
余
隻
が
損
害
を
受
け
、
一
万
有
余

人
の
勇
士
が
艦
と
共
に
、
そ
の
運
命
を
共
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
海
防
艦
の
活
躍
は
、
海
軍
内
部
に
お
い
て

も
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
ず
、
一
般
国
民
に
対
し
て
も
知

ら
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
、
わ
が
国
の
海
上
輸
送

船
の
護
衛
に
戦
っ
た
海
防
艦
の
勲
と
記
録
が
永
遠
に
埋
没
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さ
れ
る
な
ら
ば
、
我
々
海
防
艦
関
係
者
に
と
っ
て
は
誠
に

残
念
で
、
亡
き
英
霊
、
ご
遺
族
に
対
し
ま
し
て
も
、
申
し

訳
無
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
五
月
五
日
に
靖
国
神
社
の
境
内
に
海
防

艦
の
顕
彰
碑
を
建
立
し
、
毎
年
五
月
五
日
を
「
海
防
艦
顕

彰
の
日
」
と
定
め
、
慰
霊
祭
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
昭
和
二
十
年
七
月
二
日
に
小
樽
で
海
防
艦
「
占

守
」
に
乗
艦
し
ま
し
た
。
艦
に
乗
っ
て
一
週
間
ほ
ど
は
、

船
酔
い
で
食
事
も
充
分
と
れ
な
く
て
困
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
よ
う
や
く
馴
れ
て
「
占
守
」
乗
組
員
の
一
員
と
し

て
、
第
三
分
隊
主
計
科
庶
務
係
と
し
て
配
属
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
北
方
の
海
域
で
、
当
時
は
海
底
電
線
敷
設
艦

の
護
衛
の
任
務
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
主
計
兵
の
庶

務
と
し
て
、「
総
員
配
置
に
つ
け
」
と
い
う
命
令
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
艦
橋
に
上
が
り
、
見
張
り
の
任
務
に
就
い

た
り
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
日
常
、
艦
の
航
海
中
は
、
航

跡
表
な
ど
の
手
伝
い
を
し
、
ま
た
入
港
す
る
と
庶
務
係

は
、
文
書
の
受
付
け
と
か
、
配
送
と
か
で
多
忙
で
し
た
。

水
兵
は
上
陸
で
き
ま
す
が
、
私
は
仕
事
が
終
わ
る
ま
で

艦
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
八
日
、「
第
一
二
二
号
海
防
艦
」

が
敵
の
潜
水
艦
の
魚
雷
を
受
け
、
そ
の
救
援
に
駆
け
付
け

た
の
で
す
が
、
生
存
者
は
二
人
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
稚
内
基
地
に
お
い
て
終
戦

を
知
り
、
八
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
中
央
の
命

令
に
依
り
、
樺
太
の
大
泊
か
ら
稚
内
へ
の
在
留
法
人
の
送

還
に
従
事
し
、
八
月
二
十
二
日
に
小
樽
港
を
出
港
し
、
八

月
二
十
三
日
に
舞
鶴
港
に
帰
着
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
残
務
整
理
の
結
果
、
十
二
月
一
日
に
特
別
輸

送
艦
と
な
り
、
私
も
雇
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
の
任
務
は
、
復
員
者
の
輸
送
で
し
た
。

佐
世
保
経
由
グ
ア
ム
島
で
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
艦
内
点
検
を

受
け
、
ト
ラ
ッ
ク
島
、
春
島
、
夏
島
、
テ
ニ
ア
ン
、
パ
ラ

オ
、
沖
縄
な
ど
に
寄
り
、
復
員
の
邦
人
を
積
ん
で
浦
賀
に

上
陸
さ
せ
て
、
横
須
賀
の
ド
ッ
ク
で
艦
の
修
理
を
し
な
が

ら
業
務
に
就
い
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
終
わ
り
ま
し
て
舞
鶴
軍
港
に
入
り
ま
し
た
時
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に
、
十
円
紙
幣
に
新
円
の
証
紙
を
貼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
交
付
を
受
け
る
た
め
に
司
令
長
と

一
緒
に
京
都
市
の
三
條
の
日
本
銀
行
京
都
支
店
へ
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
三
日
、
舞
鶴
に
入
っ
た
の
を

機
会
に
、
艦
を
降
り
、
復
員
し
て
帰
宅
し
ま
し
た
。
そ
の

後
「
占
守
」
は
奄
美
大
島
と
か
サ
イ
ゴ
ン
、
バ
ン
コ
ク
等

の
邦
人
引
揚
げ
輸
送
に
従
事
し
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
五

日
に
、「
占
守
」
は
賠
償
艦
と
し
て
ソ
連
の
ナ
ホ
ト
カ
へ

引
渡
し
を
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
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